
12月2日（金）、令和4年度第2次補正予算が成立し、このなか
で「航空・空港人材確保等緊急対策」として約15億円が措置され、
内訳としてグランドハンドリングを中心とする人材確保策に約8億
円、業務効率化推進策に約7億円が盛り込まれることとなりました。
＜緊急対策の概要＞

航空連合ではこれまで、コロナ禍で顕在化した人手不足への
対応を各所に強く要請しており、今回の予算措置は取り組みの
具体的な成果といえます。今後は、各空港単位で事業者が協議し、
具体策を立案の上、予算を確保することとされており、航空連合
地方組織も含めて対応状況を確認していきます。
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・ランプ内や空港施設における先進技術の導入により、産業レベル
での生産性向上に最優先で取り組むべき。

・事業者の採用活動を促進する措置を講じることにより、自助努力
を強力に支援すべき。

補助対象事業者 補助対象経費

人材確保
（8億円） ・本邦航空運送事業者

・空港において地上取扱
業務に関連する者

・協議会 等

航空・空港における人材確保に
向けた情報発信・プロモーション
に要する経費の1/2

業務効率化
の推進

（7億円）

空港内における業務効率化に資す
る先進機器の整備に要する経費の
1/2
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